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文書作成指向の多機能ワークステーション
ー一高機能日本語ワードプロセッサの開発-

Advanced Workstationforl仙brdprocessing

-DevelopmentofanAdvancedJapaneseWordprocessor一

OAの発展の中で日本語ワードプロセッサは,文書作成業務の効率化を目的とし

て急速に利用されてきてお-),その機能強化と多機能化に対する市場ニーズが強く

なっている｡日本語ワードプロセッサ｢ワードパル25+は,画面分割機能による操作

性の向上,対角指定操作による編集校正作業の効率化,用語辞書の強化による文字

入力の効率化など,日本語ワードプロセッサの機能及びデータ処理機能を強化して,

本格的な帳票作成業務に適用することを目的とした｢パルカルク+,操作性よく図形

作成業務ができる｢パルドロウ+,各種のビジネスグラフを作成する｢パルグラフ+な

どの簡易言語をサポートして多機能化を図るとともに,日本語ワードプロセッサ機

能と簡易言語間での操作性の統一,及びファイルの一元化を実現した｡

l】 緒 言

OA(オフィスオートメーション)の発展とともに日本語ワ

ードプロセッサは,多数の人に利用され適用業務も拡大して

おり,文書作成業務をよりいっそう効率化するために機能強

化と多機能化に対する市場ニーズが高い｡

日立製作所では,日本語ワードプロセッサとしてワードパ

ルシリーズを製品化1ト3)してきたが,これらの市場ニーズに

こたえるため｢ワードパル25+を開発した(図=)｡

｢ワードパル25+は,日本語ワードプロセッサとしてのマン

マシン性の向上を図るために,画面分割,対角指定操作,用

語辞書の強化など文書作成の機能強化を図るとともに,従来

の帳票作成機能にデータ処理機能を付加した｢パルカルク+,

図形作成システムとしての｢パルドロウ+,グラフ作成システ

ムとしての｢パルグラフ+などの簡易言語をサポートして,多

機能化を図った｡

▲才

図l 日本語ワードプロセッサ｢ワードパル25+の外観 本体軌

ディスプレイ,入力部(キーボード)及びプリンタの四つのコンポーネントから

成っている｡
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臣l ワードパル25の概要

2.l ハードウェアの構成

ハードウェアの構成は図2に示すように2CPU(マイクロ

コンピュータ)方式とし,メイン部とグラフィックコントロー

ル部に分けている｡

メイン部はメインメモリ,ミニフロッピーディスク,キー

ボード,プリンタなどの入出力用インタフェースから成って

いる｡グラフィックコントロール部はビットマップメモリと

ディスプレイ制御部から成っておr),ビ､ノトマップメモリへ

のアクセスは,時分割制御方式を採用している｡また,この二つ
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+lS形キーボード

仮名タブレット

CPU(マイクロコンピュータ)

自動給紙横様

60享/秒

インサータ

60字/秒

40字/秒

図2 ハードウェアの構成 2CPU方式とし,メインCPUとグラフィック

コントロールCPUの機能分担により,ビットマップ方式としての表示速度の高

速化-を実現した｡

*

日立製作所多賀工場

15



190 日立評論 〉OL,67 No.3(1985-3)

のCPUによって共用される共用メモリと24×24のキャラク

タゼネレータをもっている｡ワードパル25は,これらの構成に

よりビットマップ方式としての表示速度の高速化を実現した｡

2.2 ソフトウェアの概要

ワードパル25のソフトウェアの体系は,図3に示すように

日本語ワードプロセッサと簡易言語から構成されている｡日

本語ワードプロセッサは,基本となる文書作成システム,基

本的な操作法の学習とタイプ練習を行なう学習システム,及

び分野別辞書から成り,一般的な文書作成に利用する｡簡易

言語のパルカルク(帳票作成システム),パルドロウ(図形作成

ワードパル25
日本語

ワードプロセッサ

簡 易 言 語

文書作成システム

学習システム

分 野 別 辞書

パ ル カ ルク
(PALCALC)

パ
ルド ロ ウ

(PALDRAW)

パ ル グ ラ フ

(PALGRAPH)

(雪雲讐望)

(雪雲讐望)

(三芳だ)
図3 ソフトウェアの体系 ワードパル25のソフトウェアは,日本語ワ

ードプロセッサと簡易言語のパルカルク,パルドロウ及びパルグラフから構成
される｡

パルドロウ ○ ○ ○ ○
パルグラフ ○ ○ (⊃ ○
パルカルク ○ ○ ○ ○ ○

日本語ワード
プロセッサ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ソフトウエア

機能

日本語
印刷機能

文字列 帳 票 グラフ 図 形

入力後能 編集機能 作成機能 作成機能 作成機能

図4 ソフトウェアの機能規模 回申○の大きさは,各ソフトウェア

での機能の相対的な大きさを示す｡

日本語ワードプロセッサ

(文書作成システム)

②l
パルドロウ

(図形作成システム)

①

｢訂､

パルカルク

(帳票作成システム)

パルグラフ

(グラフ作成システム)

①文字列データの呼出し可能

②文字列,図形データの呼出し可能
③グラフデータの呼出L可能

図5 データの相互関連国 各ソフトウエアで作成したデータファイ

ルは,同一のフロッピーディスクに登て経でき,二れらのデータの相互関連を上図

に示す｡
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システム),パルグラフ(グラフ作成システム)は,それぞれ本

格的な帳票,図形,グラフの各文書作成に利用する｡このソ

フトウエアの機能規模を図4に示す｡図5はデータの相互関

連図である｡これらのソフトウェアは日本語入力機能,印刷

機能,日本語処理機能など共通の技術基盤の上に構築し,操

作体系の統一,データの上位互換性,データファイルの一元

化など使いやすいシステムとして実現した｡

同 日本語ワードプロセッサの機能

3.1主な仕様

ワードパル25の主な仕様を表lに示す｡

表l｢ワードパルZ5+の仕様 (a)にハードウェア仕様及び入力方式の

仕様を,(b)に文書の作成,編集に関する仕様を示す｡

(a)ハードウエア及び入力方式仕様

項 員 キーボード 仮名タブレット

入力部

L竪構
1方_華

+lS準拠仮名キーボードペンタッチ50音配列

l14-∩モノクローム･チルト･スイベル構造

;ビットマップ方式,l′024×560ドット

ディスフレイl文 字:24:オ24ドット文字,41字×20行

･表示の種…碩

‾‾‾十‾‾

;種 類
ファイノレ +

--- - --

1文書容量

丁言‾‾‾式

プリンタ
印字速度

用紙サイズ

用紙送

方

全角文字,半角文字,倍角文字,けい線(8種),網かけ

(5種),グラフ,図形,レイアウト.画面分､割など

5.25什1フロッピー,l.6Mバイト

ン,ワイヤドットインパクト

はがきサイズ

り;手巻き,連続紙機構,インサータ,自動給紙機構のいずれか1

式i笠票芸諾｡竺三宮‾‾仮忘

l

力l変換方式

学習方式

辞 書

文節指定による文法処‡里,逐次･一括選択

前匝]イ重用イ憂先方式

基本辞書35.000語､ユーザー辞書15.000語,固有名詞辞書

(b)文書作成,編集に関する仕様

Ⅰ頁 日 イ士 様

使 用 文 字種

書 式

画 面 制 御

-----------------------------+-

編 集

+lS第l水準,第2水準を含む7.121字

上下･左右余白,文字間隔･行間隔,縦書き･横書き,t設組み

上下･左右スクロール,文頭,文末,前ページ,次ページ,

ページ指定,行更頁･行末,前画面･次画面,画面分割(連

動･独立,標準･縮小)

挿入,訂正,削除,字削除,移動,複写,探索,右寄せ,

センタリング,

テント,全角,

変更,網かけ,

デシマルタフ＼

一美一圧縮レイアウ

け い 線 真義

計 算 四則

全文対象,均等割付,枠あけ,タブ,イン

半角,倍角,4倍角,ルビ,半改行,書式

状態表示,ブロック編集,登録,呼出し,

対角才旨定,ヘルプ機能,バックアップ機能,

卜時での編集･校正など

点線,破線,一点鎖線の各太･細の計8寺重

演算も 数値指定,累計,蓑の各々で行なう｡

ソート･セレクト!編集中の表を対象とする一致･範囲･マスキング検索可

グラ フ ィ ック
ビジネスグラフ(積み重ね棒,比較棒.折れ線,帯,円の5種)

図形機能(図形入力 22種,図形移動,複写,削除など)

レイアウト表示l主縮小による印刷イメージ表示

並 行 処 王里 印刷と編集の並行処理可能

オ プ シ ョ ン

帳票作成システム｢パルカルク+.グラフ作成システム｢パ

ルグラフ+,図形作成システム｢パルドロウ+,辞書｢地名+

｢医学用語+｢工業用語+
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3.2 特徴的な仕様

3.2.1 画面分割機能

(1)機能概要

ディスプレイの表示文字数は41字×20行と限られているた

め,大きな表の作成で項目名称欄とデータ欄を同時に見たい

とか,複数ページを参照したい,また,全体レイアウトを見

ながら編集校正をしたい,などのニーズにこたえ,操作性の

向上を図るために画面分割機能を開発した｡

(2)文字列表示系

編集校正中での画面分割機能としては,画面を上下2分割,

左右2分割,上下左右4分割に領域設定可能で,各領域での

表示は標準のままか,÷縮′トレイアウト表示,また,領域間

での連動,独立の指定ができる｡図6は,レイアウト表示を

見ながら編集校正する例を示す｡レイアウト表示で全体を確

認し,かつ文字列を参照したいところは,標準の表示で参照

できる｡図7にB4サイズで作成した表を4分割した例を示

す｡本例の場合は,表示領域を連動で定義している｡連動と

は,相互に関連のある画面の行位置,もしくはけた位置を合

わせて表示させる機能である｡すなわち,品名欄を上スクロ

ールすれば,右領域の数値欄も同時に上スクロールするたれ

1行のデータが常に同期した形で表示される｡また,数値欄

を右スクロールすれば,上領域の年度欄も同時に右スクロー

ルするため,1列のデータが常に同期した形で表示される｡

この結果,大きな表の場合でも,離れた四つの領域の情報を

一画面上に常に同期した形で表示することができるため,非

常に便利な機能となっている｡また,独立であjtば各々別の

ページ内容を表示できる｡この画面分割機能の編集校正機能

は,領域内及び領域間で適用可能であるため,文字列をペー

ジ間にまたがI′)移動･複写する場合にも便利に使用できる｡

(3)グラフィック表示

図形,グラフの各領域を表示する場合でも,大きなサイズ

の領域全体を標準で表示することはできない｡したがって,

作図中などに図形相互の関連を確認しながら作図可能なよう

に,画面を左右2分割し左側に標準表示,右側に図形,グラ

フを縮小して全体を表示し,作図そのものは標準の画面で操

作可能なグラフィック表示での画面分割機能を開発した｡そ

の例を図8に示す｡

3.2.2 対角指定

文書作成中に文字列を行の単位でなく,任意に指定した長

方形領域を編集単位として,訂正,削除,移動,複写,アン

ダーライン及び網かけが可能である｡

3.2.3 基本辞書と分野別辞書

日本語入力方式の主流である仮名漢字変換用辞書は,入力

効率を大きく左右するため適切なものでなければならない｡

このため,各種の文書データの中から単語を抽出し,その使

用頻度を収得する｢単語使用頻度収得システム+を開発L,基

本辞書3万5,000語に]答載する単語の選択と同音異義語の搭載

順序に反映させ,仮名漢字変換による入力効率の向_とを図っ

た｡また,基本辞書以外に用途に応じた表2の分野別辞書を

開発した｡

8 パルカルク(PAJCALC)

4.1特 徴

パルカルクはワードパル用の帳票作成パッケージであー),

次の特徴をもつ｡

(1)データ処理の基本的な機能である計算,検索,番号づけ,

並べ替え,併合(マージ)のほか,あて名印刷,小計･合計印

BW-251 じめと る の

の強化をはかり､ビットマップ義示方式の多様胞､高萩横として､さらにソフトバッケ
ジを充実させた日本浄ワードプロセッサの開発を目的とするものである｡フ

かな･漢字:

γ12:7/8〕
〕 礎 1五13行目/39行

図6 レイアウト表示例 画面を上下に2分割し,下領域のレイアウト

表示と上領域の部分表示を見ながら編集校正を行なう｡

(k

品 名

5 9 年 展p

15 b 7 8 9 1D111 1Z11 Z

1 子レンジ 5 1■ 4 4 l 4 萱1 1■5

l' 電気ポット 6 6■ 3‾ 6' 7 4 3` 9 6

1 インターホン 1 Z Z b b 9 3

1 1寒気ストーフ 4 Zl 15- 3 4 1■ 5 Z■ 1 9

1 8 5 8 9 4■ 8 4 9 3

1 指蔵王車 7' 1 8 6 4 1 4 Zl 15-

1 換気転∃ 1t 4 4l` 5 l● g 4 1 4

1 カラオケ 4 1(】' 5'‾ 1'' 4 1 6 Z■ Z■

l クー･･･ラー 7 Z Z 8 Z' 3r 1 rJ 4 2

布団 5 7 5 1 10 5 1Z

Z アイロン 5 5 7一 19 Z4 94 1■ 8､ 1() T

Z ミシン 3日lロ■ 5 1Z` 4 4 9 咽 Zll】

､.-_=.■i･1′･‾･i･-=-プi=-一且荘′.′1■1ト■:･::･
,,.,,_(.‾▲-i一 く､._------′i:くi与･.･ン.‾二i:_>▲___il..･■■娼瓜･.三三､i_=-i_.-=▲-=■′･i■･･i■･･亡･i′一■-･_--:弧_l′_.1

〔かIZ:V8)

かな･羨字; 【 〕 払 1更18行目/37行

図7 画面分割表示例 表を,画面分割により4分割して表示した例を

示す｡各領域で通常の編集校正が自由にでき,スクロールは各領域の行と列が常

に同期して動作する｡

ぎ亡

制由 七
i倍 嬢

額匿｢

蔓卜… て

0

,滞京‖‡‖

･0,
端末

`ロ

<固形招集>【多角形入力】位庶決定後改行キー,1つ前の線分取消し後退キー
作図終了後実行キー

図8 画面分割表示例 画面を2分割し,右領域に全体を縮小表永左側

に部分を標準表示し,全体を見ながら左側で図形の編集校正を行なう･､ノ

表2 分野別辞書の種≡頃と語数 仮名漢字変換の入力効率の向上を図

るため,用途に応じた分野別辞書をそろえている｡

辞書 固有名詞 1 地 名 工業用語 医学用語

用喜吾 辞 書 辞 書 辞 書 辞 書

一 般 用 語 30

12

8 30 28

6

10

44

姓名･企業名

地 名

10

26

6

10

46

5

工 業 用 語

医 学 用 語

4了合 計 44

注:単位(×103)
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刷の機能をもっている｡

(2)スプレッドシート形ではなく,日本語ワードプロセッサ

と同様に書式を設定して,紙の上に表を割り付けてから表の

データを操作するタイプである｡

(3)文書作成システムと同様の文字入力機能が使える｡

4.2 主な仕様

表3にワードパル25用パルカルクの主な仕様を示す｡

4.3 代表的な機能

4.3.1計算･検索･並べ替え

(1)計 算

計算は下記の機能をもっている｡図9に計算例を示す｡

(a)四則演算,関数(合計,平均,カウント,べき乗,平方

楓標準偏差など),残高計算(金銭出納帳形式)の式の記憶,

変更,複写

(b)四捨五入,切捨て,切上げ

(C)小括弧付き式の演算

(d)計算式の印刷

(2)検 索

列単位に比較条件(=キ<>≦≧)を指定し,AND･ORで

結合することができる｡

文字列の一部を*(文字数不定)や?(1文字固定)でマスク

し,指定文字列のデータを選択する検索(いわゆるワイルドカ

ードセレクト)も可能である｡
(3)並べ替え

最大5個のキーについて昇順･降順を指定し,ソートを行

なう｡

4.3.2 累積計算

累積計算は,複数の同一形式の表を同一行同一列の項目に

ついて,くし刺しの形で加算を行なう機能である｡図10に累

積計算の例を示す｡

4.3.3 小計･合計印刷

本機能は,分類済みの表を,印刷時にその分類列をキーと

してそのキーの内容ごとに加算を行ないながら(コンピュー

タの事務処理でいうコントロールブレイク処理),加算結果

行を表中に挿入して印刷を行なうものである｡図1=こ小計･

合計印刷の例を示す｡

4.3.4 あて名印刷

顧客名簿などから該当顧客を検索して,ダイレクトメール

を発行するような業務のために,あて名印刷機能がある｡

この機能は,パルカルクで作成した表を規定のあて名印刷

用の連続紙(タックフォーム)又は単票紙に任意のレイアウト
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表3 パルカルクの仕様 パルカルクは計算,検象並べ替えなど帳票

作成の基本機能をもち- ワードパル25用のパルカルクは更にデータ処玉里機能を

強化した｡

表形式の 書式.表題部･表･グラフ･注記部の行数, 表は300行64列

設定･変更 列の属性(数値･文字)及びけた数 以下

テ～一夕入力
仮名漢字変換ほか(文書作成システムと同様), データl帳票に

縦方向･横方向データ入力
つき10,24()字まで

データ処≡哩

編集校正

計算(再計算),検索,並べ替え,番号づけ,

画面分割可能

テーブルサーチ,グラフ(棒グラフ,点グラフ)

挿入(文字列,行),字訂正.削除(項乱 行,

礼全表データ),字削除,移動(文字礼行,

列),複写(項目,行,列)

セーブ･リコール

けい緑(表の枠組み自動設定,横線一括設定)

センタリング,右寄せ,倍角,アンダーライ

ン,網かけ,均等割付け

複数帳票 グループづけ,横索,番号づけ,並べ替え, 最大20帳票,

操 一作 併合(マージ),連続再計算,累積計算 6′000行

印 刷
通常の印刷,明細書形式の印札 あて名印刷,

給与明細書など
小計･合計印刷
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図9 計算例 製品別売上高の表で,製造原凧
一般費,総原凧 売上高

などの計算式を定義して記憶させ,シミュレーションを行なうことができる例

である｡
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図10 累積計算の例 複数

の同一形式の表の各項目をくし刺

しの形で累積加算する横能であ

る｡
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分矧よ莞1列(大計キー)と策2列(中計キー)である｡

合計を計算する列(合計計算列)は第4列,5列,6列

国Il小計･合計印刷の例 売上伝票のデータを印刷しながら月ごとの

合計,期ごとの合計及び総合計を計算し印刷する例である√⊃

で割り付け,印刷する機能である｡図12にあて名印刷の基本

機能を示す｡

4.3.5 テーブルサーチ

本機能は二つの表(以｢F,A表,B表と呼ぶ｡)を用い,A表で

指定したキー列の値に合致するデータをB表から探索し,A

表の指定の列に格納するものである｡この機能は探索の仕方

により表4のように項目サーチ,行サーチの二つの機能に大

別できる｡図t3に項目サーチの例を示す｡

4.3.6 自動操作

一定のサイクルで発生する作業の手順を,一般のコンピュ

ータ処理ではカタログ機能として活用している｡このカタロ

グ機能を,キーボードからの入力を記憶し,システム用のフ

ロッピーディスクに登録する形式で実現したのが本システム

での自動操作機能であり,繰返し操作の省力化を図ることが
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図12 あて名印刷 パルカルクで作成した顧客名簿の住所録からあて名

を抽出して,あて名印刷用紙に印刷する機能である｡

表4 テーブルサーチの機能 テーブルサーチには,表を縦軸と横軸の

二つのキーで検索する項目サーチと,表を縦軸の一つのキーで検索する行サー

チ♂)機能がある〕

項目サーチ 行サーチ

A表で指定した二つのキー列とB表

の指定キー位置(縦軸,横軸)との

照合から,キーが合致した項目のデ

ータをA表に転記する｡

A表で指定した一つのキー列とB表

の指定キー列との照合から,キーが

合致した行の指定の複数列のデータ

をA表に転記する｡

できる｡

4.4 適用分野

パルカルクの適用分野として?欠のものがある｡
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と扶養親族数(第2列)を もとに 所得税月

観衰(参照帳票)から｢所得税+を転記する｡

しうケり

図13 テーブルサーチの例 給与

計算を行なうために,給与金額と扶養規族

敷から所得税騒を検索する項目サーチの例

を示す｡
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表5 パルドロウの仕様 パルドロウの仕様を,文書作成システムの図

形機能との比重交で示す｡

項目
文書作成システムの図形機能

ノヾルドロウ

(左欄図形寸幾能を含む｡)

最大図形数 200個 800イ国

最 大 領 域 約A4サイズ

ン売れ図形18種

折れ線,多角形,円弧,扇形

約A3サイズ

回路基本図形9種

l折れ晩円弧

入

力

ノ(ターン

国人力

プロット

図入力

図

形

編

集

一綬編集

トー 眠移軌複写:冨冨諾云妄誓言驚ご主君霊芝
線修飾 太線,破線,点線,鎖線 国鉄線,私鉄線

点 修飾 なし →
､⊃ --●

角 修飾 接線円 角面取り

文

字

列

対

文字種 日本語ワードプロセッサ機能と同じ

二大こきさ,
縦二丈‾字 全軋半角 ;倍角,縦横倍角,縦書き
文字列

【

編集

=千文字列 1_ 領域内文字列

軌全体置換'苧三:聖警妄i忘芸妄芸ンタラ
象 指 定 図形毎対象指定

`

対角対象指定

カ ー

ソ ノレ 上下左右移軌移動量変更 ⊆ 割出し,数値移動

呼 出 し なし F苦字列呼出し･図形領那出

1

2

3

4

5

6

給与計算(計算,明細書の発行,年末調整など)

会員名簿や顧客名簿の作成とダイレクトメールの発行

各種の予実算管理と表計算によるシミュレーション

各種製品の販売管理と集計業務

在庫管理と集計業務

その他各種の集計業務など

田 パルドロウ(PALDRAW)

5.l王特 徴

パルドロウはワードパル用の図形作成パッケージであり,

i欠の特徴をもつ｡

(1)文書作成システムの図形機能の4倍の図形数,2倍の図

形領域サイズをもつビジネス図形を作図できる｡

(2)回転,拡大縮小,そろえ,伸ばし･縮め,領域内文字列

編集,割出し･数値移動のカーソル制御などのヰ幾能をもち,

操作性の向上を図っている｡

(3)呼出し機能と画面分割間複写機能により図形,文字列の

再利用が可能である｡このため,ユーザーが作った特定分野

の基本図形を繰r)返し利用でき,作図効率の向上が図れる｡

(4)文書作成システムと同様な文字入力機能が使え,操作体

系も同じである｡

5,2 主な仕様

表5に,ワードパル25用パルドロウの主な仕様を示す｡

5.3 適用分野

パルドロウの適用分野としてi欠のものが考えられる｡

文字列のガイド図………方式概念図,トリー図,フロー図

簡単な応用図‥=…‥……寸法図,機械部品図,回路図

簡単なイラスト…･…‥…製品外観図,間取り図,地図

田 パルグラフ(PAJGRAPH)

6.1 特 徴

パルグラフはワードパル用のグラフ作成パッケージであ

り,次の特徴をもつ｡
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表6 パルグラフの仕様 パルグラフの仕様を,文書作成システムのグ

ラフ機能との比較で示す｡

項目
文書作成システム 戸 パルグラフ

のグラフ機能 (左欄グラフ機能を含む｡)

最大グラフ作成数

領土或サイズ

構成数×項目数

グ単独グラフ

-;
フ■

7j
の.

l

l文書中8個

6種

最大5×最大12

l文書中20個

10種及び数値限定自由サイズ

最大10×最大24

半円-,階段,点,積み重ね絵.比較積み重ね棒,比較棒,

甫,折れ線,円* 絵,レーダチャート事(*以外は縦･

計5種

なし

なし

日本言吾ワ

横の2種作成可)計19種

折れ線と階一芸の複合グラフ及び積み

重ね棒,比較棒,点,積み重ね絵,

種■複合グラフ 比重交絵の各グラフに対し,折れ線又

顆

l

‾‾l_般編集!
グ

ラ文巳文字種

重;喜;蔓≡
+編集

は階段グラフを複合可(縦･横の2

種作成可)計22種

構成項目表ソート円,半円グラフ

の分離

ドプロセッサ機能と同じ

倍角,縦横倍角

=子文字列

追加.全体置換

全角,半角

タイトル,日盛,

構成項目表

なし

呼 出 し! なし l グラフ領土或呼出し

(1)文書作成システムのグラフ機能の約2倍のグラフ項目数

2･5倍のグラフ領域数をもち,A3サイズに最大20個のビジネ

スグラフを作成できる｡

(2)グラフは単独グラフ19種,複合グラフ22種である｡

(3)グラフ内への説明文追加,構成項目表ソート,円グラフ

分馳,タイトルの強調などグラフ編集機能がある｡

(4)文書作成システムと同様な文字入力機能が使え,操作体

系も同じである｡

6.2 主な仕様

表6に,ワードパル25用パルグラフの概略仕様を示す｡

l】 結 言

画面分割機能,対角指定操作などの機能強化と帳票作成シ

ステム｢パルカルク+,図形作成システム｢パルドロウ+,グラ

フ作成システム｢バルブラフ+など簡易言語の開発を行ない,

文書作成業務の効率化を実現する多機能ワークステーション

である日本語ワードプロセッサ｢ワードパル25+を開発した｡

OAの発展は今後ますます進み,日本語ワードプロセッサは

多数の人々に多くの分野で利用されてくる｡今後も使いやす

さと高機能化を追求し,これらの市場ニーズに対応していき

たい｡

参考文献

1)絹川,外:日本語ワードプロセッサと方式,日立評論,64,4,

243～248(昭57¶4)

2)内田,外:普及形日本語ワードプロセッサ,日立評論,63,8,

523～528(昭56-8)

3)辰野,外:高機能日本語ワードプロセッサの開発,日立評論,

65,11,769～772(昭58-11)




